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★「フrミニスム・宗教・Ψ和の会1へ1！）呼びかけ★
　日當におこるさよざよな閣題を考え（いる皆6ん！　それをだれ
がに知ってもらいたいと患・）（いませんか、，だれでもが発召でさる
場に参加しまt⊥んhsl
　3年前に発足していた1女性と宗教を、錦る会！を、今改め（新し
い．会にしました、．単に女性と主教の領1或にととまらず、いろいろな
問題を・かかえ。いる人達が、横のつなかりをbらながら，連帯し（
いく方向で考λ（いく会てす、，
　この創拷号に書いたものは、一発起人にす．ざません。参翻弓る人
がつくっ．（いく会にしたいと弔い圭す。郵送費、印刷費などの費用
がいるため、会員胡にしたいと思いよC）c，どうか発起人の会への恕
いを理醒して］・さり、この会に参加してト6い。
　現段階亡計肉し一（いることほ、鐸2回σ）ミニニ〕ミ組発刊で関果、
閏西て1回すっ），狂／回の会合　　構演会、シンポシウムなど
　のあとに小冊子発11を考えていま弓。ミニ．コ．ミ紙につい（はどこ
で発膏しくもかまわないし、会合もなるべく．いろいろな場所ぐ写り
たらと思っています、，
一人だけに止まっていない℃、関心をもつ多くの人に呼びかけ’（
トさいe〈：し’て、できることカ、ら始めようではδりt，よ貼んか1
一’P’
女性たちよ，
　　　　　　　　　　　　カーター　愛子
　N日Kの若各に関する調21について一年㌧
々プレごぐ1；己て印象に残ったことは、大∵の
若者が「現物は？．福一ぐす」　1人入にはなりた
く！J：い1と答えていたこと一ぐず，，大人になり
hcくないという理由がネt会的責任を持ちたく
ないからという。そし．てその答をしていた人
のrt　￥が女性ぐ、爪だぬけきれない目えの構
造を露呈していたr，いつま．ぐもイ供ぐいたい
というじ一ターバン症候群も相等1体だなと
思うと｝司式に、今までの婦入で雪人権運動は
一一 ﾌ何であったのたろうと反省している。
　昨葺11月末マニフeギリスト者第三世界な
性会議があったnそこであらためd廿界の中
ぐ置かれているtl本の情溌を考えさt寸られた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う目ムの如彗は、いわゆる北米、ヨーロッパに
代表される転業先進国と、アジ．ノに代表され．
る第三ttt翼と．いう経済的構造U）中ぐ両者から．
はじき出され孤独なる存在でδりることを締験
した：。女牲の歴史の視点からすれば、女牲は
もっとも舎げられた歴史をもち．宗教的にも
救いにいたらない轡ぐあ一’）た目端の女性の立
場は第三世界的存毎ぐあっζoも、国外からみ
れは目本の女犠は、資本‡義にどっふりつか
り、ピータt一バン病にかかり、物質文化の豊
かさのみを追い求め、ニューメディア時代の
情報の内容をうのみにして．ゆく存在であり、
多少の犠牡者的急転はあっても、他のノジア
に対する侵略者としての慧識を完全に欠乏し
てしるのだから、，
　今、アジγの中では1り知れない禰みの声
が2．っ’Cいるにもかかわらず、島国日J4との
かか孝うり合いで二ζの天津がとりあげられるこ
と怯少ない，，とりあげられたとしてもリポー
トを9．る者の偏見と差顎により、ニュースは
より制眼されてゆく。概要的にいえることは、
悪事政権独裁者にいり人々の叫ぶrnが完全に
獅lt．されてい《のは、パキスタン、韓国、ビ
ルマ、タイ、fノドネシ．ノやあり、自国の軍
隊により人権蓮動に抑圧を加えたり、e，Li害を
｛　i，一plとも；鼠わたいスリランカ、インド、7イ
リビンせどがi、げられぞ、国の統宰が巧妙に
あやつ）れるσγまシンガポール、台湾などで
日本bこの部類に入るものと思われる。既存
の価塘観に反発し、新しいエネルギーを生み
出した仏教や．キリスト教はア：ジアに発祥した
＿つ一　“
とし（もt、現状の申ぐいくばくかの動力とな
、（いるよりも肉史を通して宗教は抑仕者側
にあり常に利用されてきたtJ宗教が人権運動
にたずさわるものに新しい．［ネルギーを捉供
ずうためには、’∫曳自体が新しい視野でとら
えなおされムリればならない。
　ヒーターバン病の女轡たちよ、単．．一民族の
舜越惑から、天1£制の遺物にいつよでしかみ
ついているのか、、一分だけが瞬一9）ごとき幻
梵の中で新しいものに対し狛絶反応からか他
浅族との問に生を受けた子供を「混血児」と
呼び差別の対象とg”る、外国入だと法的にも
差別をし、人権を無視し（b何とも感じない．
1会貞制の綴ニッポン」に生まれてよかった
と煙くわぬ顔で、意識もせず早手のdFふむ
鈍遥さに他のアシアの女性たちが黙っしいる
は“がない，雪女たらは今σ）状況に追い込ん
ノのは、日本碧「窪義ぐあり経済的侵略であ
ると日本の政界約、経済的、抄会的構造の枇
判を繰返し日本を攻撃のターゲットとする。
　私たちか、この歴史の現実に目をつぶり、
自分だけの幸福を夢みるならば結果は明らか
だろう。コξの猟のた：め常に訪たされない不満
L－人間は考えること．も止めてしよう。未1こに
1…ttい鳥」を追い求め（いるのだろうか。だ
れ力較∫量に騰った、負Bたと漁値判断の纂準
に～∫る。政権力を競い、果でしない軍事競争
は終わりなく続けられる，，
　そのような状況の中で女は戦争の後遺症を
占負い続けて’いる。太斗即戦一郵及び水爆によ
る原爆の後遺短、水俣病等にみ‘うれる軍事化
産業の残しCいった公害嫡、朝鮮半島　タ治
的分断と家族の離別、ベトナム戦争のダイオ
〃“，物
　　　　島
キシンの問題など、その一一つとしても何ら解
決を見せているものはない。，女はそれら戦争
の後遺症を背負い、次の世代へと問題を継承
し（ゆく。
　これでは女として生きる権利を放棄しろと
い，のと同じぐはないか。女たちよいつまで
この現状維持にt｛え、物的存在を続けるとい
うのか。痛みを経験したものはど相手の痛み
もわかるもσ）、過去の女性たちの努力の過程
を踏まえ、自分の置かれている状況をもう・一
度反省してみることより始めよう、，それは犠
牲者的意識の立場からではなく1、この世に生
きる人閻としての七七からでなくてはならな
い。自分一一・人ξ福であろことはあり得ないの
だかV，、生さることを選びとってゆくために
は，，．“分のまわりの人々の戸に騒をかたむ
り、自分が　さ『ている歴史的社会的状況にま
ず目を開くことより始めたい。それにより男
と女の差別を惣り、男のようになることで陶
題の解決にならないことを知ることか大切の
ように思われる。そのためにも今よで宗教が
提供してきた倫理的価値観4もう一度見直し
てみる心が必要となる。アジアの女性たちが
ξの人樽を奪われ、悲しみ、自由を削，）声を
聞き、それにどのように応答し、彼等と結び
合ってゆくのか，一た互いに生きてゆくため
の協力を蒸しみなくしてゆくことは何か。ま
ず女性が二二自身になることより始めたい。
「一㍗｛ ミニニフこまへ・り封享曳●平手11し♪　こ」（f）
ナし足に（めた．・）て
　　　　　　　　　　　　　肉田　暁チ
　私は昨｛耳1！」854つ、ナイロビCiニ
ノ）とマニラ1ノィリビンンの二つの都南を
弟れる機云・を持った。一ゐはノノリカ、他乃
はアジア　めり、地理や気候’けぐなく、歴
史や文化も異なつこいるが、二つの国には大
（きな共通点もある。それは、どちらb植民地
支配が長く、植民地時代にもたらごれた宗教
く1リスト教）がネ1会の多数派を占めくいる
ことぐある。
　二つの国はどちらも負しく、民衆の人多数
ば君直な生活を強いられしいる。この萸しさ
はこれらの国の強大な宗教勢力と照関係では
ない、1宗教はこJ）世の不正を正し、民衆を幸
一cs．
福にするためには働いくいない。むしろ、人
㌣の賑を来桝；f）救いに向li6せることにょつ
ぐ、このtPの回しみに耐えさtt、粒会変革の
ためのたたかいを諦めさtまる役割を果たして
いる。
　ジイUじ憎マニラは臼に児える罵ぐ、駅教
が入問σ）解放を臨んでし・ることを私たらに教
も（くれるか、1．」本の場合．、無佑仰省σ）多い
こともあっ（、宗教の及ぼ9影響はあよりは
つ　りとは「認識され（いない〔1〈れたけにか
えっ（厄介L6bる。
　私たらはこ（ノ）故壬‡、フ」ミニ凶ムの祝点か
ら既以の宗教を兇、白し（さた。（しく、これ
よ（にわか・’）たのは、仏教、キリノト教を問
わず、体制的な宗教は9へ．て、女性の抑仕に
頒チ日し（さたということぐある。今口問題に
なつ（．いる姓別役判分業6、如4．の身体の劣
3視もみな》丁、教に素線かある，，宗教は女性解
放とは対極の粒置にあるように見える。
　’しれにもかかわらブ、この度、私たちがノ
ェミニズムと宗教に焦点をあてる加さな会を
画定Gせることにしたのに」二つの思いがあ
るからである。一つは、これまでの体制的宗
教が主として男のものであり、男によって解
訳され、教えられ、制度化されて、女性の視
点は排除されてさたのであるが、私たちはそ
こに女慢の視点を入れることによっ（、新し
い宗教σ）可能牲を探りたいと思うからである。
　琴トニに、私たらは、人間の解放にと’・　”C、
宗教を含めた精神の働さが大さな意味を持つ
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ことを旨しるからである。取も抑征された．人
々の中から解放の神学や民衆σ）神学が一tまれ、
人々にtさる力を・呼びさまし．ているように、
また，私たちのeA近にも、障出をS・、ポ）（いた
り、入生の南幸に止謡った人が、それを乗越
え（、かえっ（叱る・〈生きている例もたくさ
んあるように、精神の働きは時には奇跡を起
こすことがある。
　示教あるいは精神の領域に焦嶽をあてると
はいえ、私たちは、どこかの首相や審議会が
好んで使うiもの｛より「こころ、というつ
もりはない。霊肉二元論が誤りCあり、それ
が女性差別の原因にもなってきたことは、多
くの研究によって明らかにされ（いる通りで
δ）る。しかし、これよ。のわが困のフ］ミニ
ズムは、あまりにも督済的なΨ薯だけを強調
してきたのぐはないだろうか。主婦論争や軽
済的自立論で解決しない問題は今も残されて
いる。態た、経済的な問題が解決し（も、．み、
間として解放されないことは男たちを見ると
明らが．である。
　解放の神学はプラク『アイス（実践1とリフ
レクシコン1聖叢雨rw　〉を相互に連動させる
ことを重視’するが、私たちも霊と肉を切り離
すことなく、現実の生活の中から解放の思想
を追求したいと思っている。　　　　　　　・
　今日の日本の社会℃鼠入の闘題は、効率重
ある女性たちか、嬉内ぐは、少数のコニリート
女姓と、そうでない多言の女面に二極化され
ていくだろう。
　私たらはこのような現状に歯止めをかCJ、
他入の人権を揮圧しない解放を目ざさなけれ
はたらない。この会はそこL至る一一ノつのプロ
セスである。それぞれの二面にδ3ける悩みや
苫しみや怒りや名びや希望の経験をわかち合
い、一枚の布に織りあげる｛午i蒙を始めたい。、
思いを刷じくづる力々が多数参加し．（くださ
れば雪いである。
螂弩識見勢融搬論囎三焦憾継響脇擁＿★
われであるが、lt日韓国入や緯害者、被差別
｝洛なと由仁、少目者に対する差別、あるい
は第三匿騨とのふ平露な関係などは、他者の
A鎌拗，し．1対つる無聖心が壕匙8である。この
無関心の七に私たちの1申流二生話が営まれ
ている、，日本入のi中流」生活は、アジアへ
の軽砲進出とアジアの噛しい人々に一層の呂
しみを強いて成り宣っ天いることに気づいて
いる人かとれブけいるだろうノ）㌔
　h立や平答は導出的な価値を持つ己葉のは
ザであるが、Li本の女性にと　（の1自立1
とデ雫等1は、アジアの藁しい女性たちにと
＝，（は｛抑圧1でしかない、，これは人権意識
を欠いたまよ、女性の経済的自立が強調され
たんめ、国や企業の政策にからめとられてし
まった結果である。しかb、こσ）ような傾向
は今後よすます強まることが多想される・全
体とし一て見れば、’アジアに対し（は抑圧老で
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私と宗教との関わり
　　　　　　　これまでの歩みを振返って
　　　　　　　　　　　　　　岩田　澄　，
　現代日本L生さる女君として、私と宗教と
はいかなる関わりを．もつ．ているのであろうか
私がこれま．で接しくさた宗教は、仏教、神道、
喜’リスト教であるが、仏教と神道とは、自爪
という国に生さ■いれば、子こも騎代から：空
気のごとく勢のまわりに常に存在していiと
いうことがでさる。
　幼租園の頃、愛馬と一緒に行った根津為術
館で見た地獄絵図は、デど6心に強烈な印象
を残した。斜の山や血の海で罪しみもだえ（
いる哀れな人間たちの陰惨な絵は、私の心を
恐怖で一杯にした。家の宗教は浄ゴ．真宗であ
ったが、私の両親は特に宗教的ぐはなくて、
この絵を見たのもはんの散歩がてらのことて
あったに過ざないと思う。
．．一
@ta　一一一’
　ノノリス、’ノくには必ずリンソクi一トースが’やっ
て。て、眠・1）（いる問に魏論にノレゼントを
喚いていつfこ∴、戦争申にb忘れることなく来
．（くれ℃、私λ：ち幼い兄妹の心を夢℃みたし
．c”Nれたしのぐし戦後になるまでこのi］・！ン
は続いていた，，
　襲昏1の家の茶の：型には神糊があつく、7LU
の朝に銀っし、改よ’）た気持ちぐ一家で’かし
わ一1一を打った記憶がぐセ〉るか、湾コ学の頃引越し
をづるに当た・っ（父がこれを燃六りづことによ
っ（処分した，，厚情は栂みの禎尉の家と粘ぴ
ついていろ，，鑓につれられ｛越畑t／；ると、先
ず仏寺におよいりし（から、ゆっくり言出と
向かいあったbσ）だった。
　戦争の最6激しかっ1こ頃から敗戦のしばら
・　zまぐ、私の家族はた．また求県都に柱んで
］1｝奪余を過ごしたが、ここぐ弟が4一リスト教
の幼年園に入ったために、　；よしめ　L讃美歌を
歌い、：この歌詞か忘れられぬものとなった・
　空σ）系嘉‘よ弓、さ　く　（　も／3ヲマダりなさる櫃1（き　ま
　葱い事は小さく（も／お嫌いなさる神ごま
こttが多分人格的な絶対者とσ）最劉の出会い
だった、，
　休日には「㍉為を、人守のお弁当拘参℃ゴ‘家
巡り脳・た。滅び（しようかもし・れないH
本σ）伝統的遺諄．を、両親はfともたうに兇せ
．くおきたいと願ったのたろうか。
　戦後になって帰亡し、近くの1・リスト孜モ
義の学校に転校弓ることになり、小学露出の
終わりから中学一二耳よ．ぐをそこ．ぐ学び・日耀
な咬にも通った。それは専リス｝・の教えに接
　ると嗣時に、淑教的マンネリズムと偽滋性MvsUcs　i　r）tllc）lhir（eeth（；　c、　nl　ur．
乏i”どもなりに感じとる縛直ぐもあ＝，た。小　a，s　Methfn・：SUIdies　in　the　Spicjtuallty’Oi
学」．級から中学にかけて、無教会キ義σ）キリ　G｝et“　gh栢d‘ile　Ages．198？〉。聖書の史字
スト者ぐ、少女小説を幾篇か著し（苔くして　よりも、内なる光iとよぶ聖霊の導さをこそ
如1・松田郵の編’・を愛読した謹の影響最｛銑した畑養7齪朔・・一カーしこの
は深く、自分の人生Cその物論をでさればな　系鰯に下れることかCさるかもしれない。昨
ぞっ（いさたいと思つ’（いた程だった・（松　行2ケ月半を私は米国ノィノブルノィI」の研
瞳ヂ榊谷美恵子が輪t寵しい踊であ究・脚・・”el照（過ごしC諌ぐ融く
一）たことを、ずっと後になつと知る・1　　　沈黙の礼拝がいかに人切にされ（いるかを体
　大学は自ら1．リベト教系19学を選び・一廷　験をとおし℃知った。　・部のク1－tJ一た左，
の夏に忘れ難い光に出会う経験の後に・目曜　の禅宗に穿つる関心、理解には深いbのがあ
に1よ無教会の集会に通う事になる。ここかbる。神秘主義と良心的兵役姫舎などの的確な
がはっきりとした意識的選択のはじまりとい　Ψ和の寅践とが結びつい（いるところかク∫
う事ができよう，，無教会の集会に行ったのは　一カーと禅宗とてttは七分異なると思われるh／i
戦争に反対したため、戦時中人学教授の職を　わたしとし（はこれから学びを深めたい。
追われたその先生の牛さ方に尊敬をあばえた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　t）　’一
からた㌧’た、，bし揺仰をしつならば、これは
その入tl）生さんのづべ（1こ反映6れるぎ；だと
私億．考えノこ1，出卜．｝確聖占講義の1”｛・にワらなっ
た学びの時伏ぐ‘灯り、ひノこむ、さCあったと自
分て｛⊃ξ潔）。しかし入簡の乍話はい『．♪まぐも
大学紫の生亀で1よなく、特に女性にとつ一（、
「中鷺的1な大学登i舌の後にはな姓に対し（
さわめ℃左別的な日本の1け公か待’）ている〔，
　女性が遭遇つる女性特有の問題に対しし、
艶冶に納．得のゆく答を見出すことは至難の業
ぐあった、、もし答を与えくくれる者があると
遣れば・ノり／で（レ）るノ）、に思われ、カトリック
に近づいた時期かあった、，しかし、ノリメは酋
通の（の模範ぐはありえない。しモ1葉が中心（’
あるフ目7スタントの礼拝とらが’）c、IJト
りッウの｛義氏には安らざが（めったが、ねトリ
ックの牛田を受容れ’ることはぐさなかった、，
　私なりの経験の中ぐ噛矛；画に幽しんぐいた心
が、1二」本に円し70年伏に孟衣て）（じタヒ：タと奇
tLt　しさたフ1ミニスムの波に気付い（、目を
盟ノ〕、：ヒしることになるpメ／il一・プィリーの
ll’教会と第二の性．！は聖書自体の中に含よれ
白いる女惟観σ）矛盾と、聖寓σ）歴史的財界性
を指摘し（見開くくれた。聖書も歴史の相対
性の中で考かれた嵩物ぐあるならは、良妻賢
母的なものをおしつけ（くる父権刷から白蟻
にされること（’もあった。
　西欧の歴史を探っ．（みると、時代σ）あらゆ
る制約にも拘らず、精神的馬田を得ることが
でさた女性を紳秘1二義者の中に見出づことが
　　　　　　　　　　　　　　　げ（＼｝る（綱えば　Cavolyle瞬．9yll職．　WO　R）　e，　n
　　　　　　　　　　　　　　　y　，gesus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　勉宗教に関心を示すことは、・㍉リンくト教で
はシンクレティズムの危険哲があるとして耕
除されがら陥るが、鵬．幼槻醐練
りこえたいと思う。すぐに臼爪入としての私
の幼い頃からの他宗教との関わりを考えれば
聖爵・筋に’1ダや人的思惟葬法　　一ξれも交
確制的に｛扇つた一一・を身につける努力をする
こと匂妬む概腰綱るのかもいし仙・
帆母な榊ぽもあるところの多申の曖求
は、しれとは異なるので1まないかという気が
し（ならない。
新しい知の産出と蚊有をめざし（
　　　　　　　　　　　　　　山ト　明｝’
　i｝五1ななみの解放．1か「1われる。男性化
し（男の損会て、男なみに競うσ）ぐはなく、
f，くに1、塩白・〉（．女の解放を求めろ迫だ。女が女
丸あって悪い1よザはなく、しかり．名t．1といえ
1丸’jか，，ぐは、今、馬爪の女たちがそれぞれ
の場℃．居ぬったとして、あなたにはどのよう
な図が患い温！，るん・ノ）か，，一存》一線でない
ことは当然としくt／・この心のあ．とりの弄異の
試況を杁は想わりしこはいられない。
　行唱がら、私は壌の内外を問わす妓差別グ
1し・一ノの」i＜導と接IJ．ることのはうが多い，，私
の磨り得た限‘）、ま∫はほとん．どすべてのな
・1旭よ惚からa：孫鞍’放を望んでいる。しかしその
解蚊がどのJ、　な道話（．可能なのか。一体女
のtil放と絃軸な｛ノ）へがわか’うない。第三世界
の、・このまた．最氏辺層℃三八の鋤1＝F．トにある
なヒもはttE本の被差別グルー一一ノの女たらと
i「，］t’IIL　，L「，）罫乏応・を弓　る、，　殉’ノ　」　．ミニ・／ベムなど1斐に　　　　　ノ・＝ジ　ノノ（ノ）な（引戸【向fムをポ）（き　し　（
，）．tたない”rこれはこのなたらの冥感ぐあ昏）、　　　　　　　　　　　　　　　福島　ひとみ
砿もよた彼女たちと共にノ【ミニズムの運動　　　先日新聞ぐ「テヘランのドスト丁フス．、一一コ
を見6時ド《のよ．）に憤’一）〈しまう。　　　　と遺する安部公駒の」ッt’イを読んだ。爆㌻
　気の解放は、現脊の文明の制度のもっとも　　これたアヘランの路上ぐ、トストエフスキー
根幹にふれつ事業で、ンジカん．（．あっても軽　　の横顔を描いた爪が苞k’leに＃｝1もれ．（転が，（
即しい連動ぐはありえない、，ヤリスト教徒kL”’　いたというもの（．、「1日に5回ノラーに籍
畠る私か、しンはら民衆宗教の中℃近代化と　　りをささけ’、．∫～をふりあげて聖戦を繁う小メ
女憩の人証を辺乳し（いるのは、底辺の鼠衆　　イン16奉書iた：ち・…　　，，忌識を個別化し集
もな走）．歴史にiix　・（’fせずに、といつよりも歴
史に頼ることの．ぐきる確威をbたぬゆえに、　　　　7／一e“
1謙燦1縄簾1鰹3　ho
らが・．）かん。いる何か確かな一命の肖夫を知　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　（，・　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LJ
ろことがしさるよ・：）な気’、・∫る臼私の解放∫至
動の塁盤はこ．こにあ’ζ）、，このなたち、男たち
が期イ5出口を伸し広げる課題を私は挿・・）しい
・るt，
　目へのizの知は、長い歴史を潜流し（さた
といネ）れる。近代化がこれを蕗夢†に弾圧排斥
した時、返代のヂの場遮，つより家教がそσ）
噴出の場となった。しがし、この宗教し絹織
をtt．揖る男たらによ，（教；の変質がのさた。
かっ（の1り．くト教と向様1こ．，よた仏教のよ
）にu
　｛、，抑杢負から正’．’＼逆転さ生る道は、ての宗
教iフ）虚構の逐日構造を解イ本するたろ）りこの
1二めに私がも回したいのは、己れの，fli抑σ．）叫呈
にある期のありかを、他者鰹にあい（搾　求
め、確認し（いく誓i裏一（（める、，
　t’の：1目ス骸は知を1．）1．除ζ1る．bのぐはないひ
知1よ無隈．ぐ．ある，、知は早来個人の鋳角に属さ
ない。感’Ylは個人，）・文化の創造発艇に関わる
道を間くが、知は立明を杵る．私のよっに∫
供を軽んだことのない女にも舖わっている女
輯轡とは、愛がつなぐ関係の門穣さσ）中に便
よれ育r二）知悟の耀かさぐあるfT押の恩嚢は私
の3Nの依り処、～弓への愛は、ド．）させぬ生命の
泉の奉思議を感得させ（くれる、，
　繊たちの新しい会が、なの知を肯て、共有
と共感の輪を広げ、男社会の抑1．｛．構造にたた
かいうるみと乃法をでこ1、f寸る）璽動になること
を切に望む。宗教を・閻・｝つず、琶若を問わず、
自由なあなたの参加を持つ．くい3：d．、，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　””i’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社のし、くみに疑閻をもったのは、その場能なのかもしれない（要するに、それだけ男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にスムーズに溶込めないぐ、今まで考えたりには河も期待するまいということ〉。少なく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行なうたりしてきたことが何の役にも立たな誌藁箒糠蝦欝嶽鰻鮭澱懲
様支援をよろしく1　　　　　　　　　　　　この｛蒸．事σ）みで終わ1｝てしまう人生の暗さを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感1．ました。f7．iミニズム◎宗教・蜘のf”　）　　　そ傭の私の仕事への失軸ま、まだましだ
　　　　　　　　　　　　発届に司せて　　　　つたと思います。粘婚後、夫が夜遅くまく廿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事をしなければならない状恐で、子台てを私総澱麟轍1灘難灘糠
嚇識1鰻鑑1蕪1雛鰭灘
1難叢論諜1継継1繰蹴
　してくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃あ・：♪たに違いありま一せんが。
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して、伺をするという当てもなく生きるの嫉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wh　f”　”
添字の心をでの場｛σ）場C変化ごd（、流さ
れ’ノ｛し
くなりよ凱凄よしく右にZlに猛れ♪つ，私
を支えるbのを求めぐきょした。
受け人れ測さえあれは、就職出米る人は就
∫，となり、自分一（自分が帖頼ぐ層きな　職をと試みるのぐあるか、実態はなかなかむ
つかしく、馬鹿あつかい6れ一（職場を追われ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nよた作業所へもとつくくるというクーーノか多
ノ｝よC・露かれ（ざたb〔ノ）．b、宗教の聖典しい，，よだよだ疏別の編見か弓董いことを痛切に
自分の中に弓さなのれば弼に｛：）なりよLtん。　知らさ・rしるのC’；S：｝るt，親なさあと、この人達
！i斡の関係のしのを開い（みdよ、今をf｛：きる　はどうし一（竺さていUはよいのたろう、，この
i．i先のことに肖を奪われたりして徹底やき成人達の卓巨とは一一体柄なのだろうと考え｛し
’f?謔ｶ来よしたが、ノ主ミニズムを自分の中　kう時がある，、
心に撫えた鯖書辞1かつさよした。　　　　　　　ちえお・くれの人（精神薄弱者〉は、今、冠
　私は旧蹟徹尾女哲に徹しようと。宏教も私4xに3110ノ」人位いるだろうと掩疋されている。
の周う場所1女哲、目常哲）から開さ放つ（　つまり、30伺人かに一入の罰C竺まれている
いこうと思いよした。女桝にとって、自分を　ということになる，，その娘因は妊賑中の障害
心えるh葉を文字宙！から疵つけ出し（いく必　とが、鹿幼児明σ）脳の病気などがはとんと（、
要　ありま凱，　　　　　　　　　　　　遺伝によるCのはごくわ・iかだという。だか
　ノ1ミニズムの眼Uぐある「．ξ〈性の目立、：　ら、どこの家庭にも出現するnj能性があるわ
を良に自立にし恥いくために、入間の尊厳をUである。ちえおくれの人達の問題は、家族
失わないぐ点ち、よた、我・人として重’〈る　とか、その親の会たけの問題ぐはなく、広く
ように、宏教を媒介としく求め（いこ圃）と思社会の岡題として、みんなで考えるべさこと
・）．ｭい、気．づ。　　　　　　　　　　　　　　　　だと思う。、心U）通った弩ノ）、な福祉政策を切に
　この会が成亡したことは、私をこのi一なく　軸うbのであるが、行政と共に、社会を構成
勇気づの｛1くれよす．。よだ宗教の門に至りつする．・人・・人の下々か変わらない限り、この
いたばかりぐqか、明椅をもって加わ）（い悶題は解訣しないの℃はないht　．ここよてき
さたいと思いよす。，　　　　　　　　　　（、はたと竹さどまつ（し．；うのぐあるt、意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識をがえるということは爪当に人変なこと亙・歩　・歩の（めゆdVメから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な：よやさしいことCはないからCある。lll欝llll雛欝灘ll
等部を出た人達が、仲間といっしょに二八が
出来るという延びぐ、い・乏いそと作業所へや
ってくイ）。　”僕　（私）　が休むと二作業∫サiが・つぶ
れる’”という人がはとんどで何とも頼もしい
限りである。．1i二1200円とい・う信じられない
」、うな給料だりれど、お金の価伯のわからな
いこの人達は、仕事をすること、そのこと自
偽を喜んでいるのである。風邪で’A子が休む
と、1わたし、Af一ちゃんの分もおイ：i一．事がん
ばる」という六界である，，“この二等を桝の
光に’tという糸賀一気先生のことばが実感と
し（迫っ（くる。　　　　　　　　　　＿c、一p一一
、?? 躰，
“e
“・Nl＞，〈［C
いい女をめざし（
　　　　　　　　　　　　　松岡　和枝
このたび1フ．．ミニズム・宗ギ如輔！の勾
の会員として共1こ学んぐいさたいと思っ一（い
る一主婦℃す。今ま．ぐた孟ご漠然と、「自分自
身がな性℃ある1と忠っ（いたか、女性につ
い（喚剣にとり組んで’いる友人との交流の中
ぐ、私も感化され　t／少し・ずつぐはあるが．女
性について、また4ir性をとりよく問題につい
’（意識りるようになって，きた。
　女としく彗を受け、十数年に及ぶ学生竺沽
を終え、社会人となり、結婚し，現右、家庭
人となった今の私を女としC、人間とし．｛，
どう生き（いきたいのか、取り組ん一ぐいさた
いと思っ（いる。
　無認識に通り過ごしてきたさまざkな問題
に、光をあ一ててより深く広く知覚し、擬し（
いさたいし、私鴇身をもっと知っ（感じ一（、
今よりもいい女、いい人馬をめざしたい，，八
と人とのかかわり合いの中ぐ、融虚な気持ち
；を碕ちつづけることが出来るようになりたい
し、女医としくの私の能力が今以一しに発揮で
きるよう自己表現したいし，望みは大きくふ
くらん℃いく。とうそ皆様よろしくお瀬いし
ょす，、
苧（ハ根フ1ミ＝．’ズム
　　　　　　　　　　　　　　人越　愛ゴ
　フ1ミニズムか他の多くの思想運動と異な
一）t．いた点は、飽の多くが理論先も型てあっ
たのジ対し、あく，．！・．　’C女たちのやみく．もて∫精
熱、い常的な実践llり中からろ1．よれた忠想運重力
Cめ・，た点ぐある，《れだからこそ、長い楚
史の；一1’：ぐさで1麺的白」中ぐあるかのように定着し
（しょ’）たさよさよな観念、t，ノル、常識が
いかにつくられ．ごbのぐ・あり、女のいの’）の
鞠、き1を些しこめるも（ノ）℃ev）・）ノこ／）、が暴露され
、　＿　　　　　　さ 一　　　　t＝　　　　?）　　　　　　F1：　　．　　　（め　　　 者♪　　　
f］
　一Cれゆえフエミニノ：ムは理論的訳元て層訟ら
れるだけては、’ξの偉跡σ）＝ゼ分も達成したと
ほいえないのぐある。1：1爪ぐは、フ」．ミニズ
ムも他σ．1多くの慰想のように、先ず理論とし
て入っ’cさた。80年代llll半は、フ1ミニズム
におい1一も華やかな蝉論虜i争がくり広げられ
fこ　け～｝　賄　 （：・dSz）　・＝♪　ノしこ　。　　そ．！rしLcL一｛＝　オノし　で　男悟　白勺t．1　一’1’ス
甲心一1一義の蝉諭σパ振横性をすかし（みせるの
に1毎有効な戦略Cあっ1こといえる。しかし
フiq：：一ズムは、一部の知的エリート女菅層
のbのだけ℃あっUよならず、人多数のあた
りよλ二（み女たちの意6哉変革運動へと広がらな
tjれは、この目的を達成したとはいえない，，
　あたりまえの女たちの多くは、臼本ぐは署
婦ぐ・｛める〔1実賜1に『｝一婦ぐなく（も、日本の女
たちのはとんどは、すぐに幼少のBit　｛Nから孝曳
育やごよざよな婿報装題によ・）（、，｝婦的意
識を身にr「．）いる」、う台（られ（さた、，ノ」ミ
ニ．だムの忌義の一つは、この．二｝婦愚息識こ《
がか代の慣役罰分業♂アオロギーによってつ
くられた｛）のぐあり、料れかいかになたらを
近代家族という湿度の中へ封し1こめ（いく働
ごをしノこかということを明らかにした点に（b
る。．｝婦的恵識ノ〕、1うの脱去｝1、・・（れは現実に．，1
婦や二｛＝．婦的意識にがんしがらめにされ（‘た
女たらがおこない｛）つある実践（ある。
　な1こちか、自ら一入の生体であり、周時に
他荏へと開かれた稲｛⊃ぐゆく存在ぐ（めることに
気ついくいくこと、これこ一乏わ・阜の根ノsミ
ニズムへa）第一歩ぐ｛ヤ）る。　・；三．れはし．1常的実践
の中でしかあこりえない、綱度化されない家
族閏係1の榎索、開かれた地域社会づくり、女
のみならずデ供たらを・破壊していく損j肚的な
教台靭度への鞠題提起などの三富的戦いの中
（こ．一C一、なの．董係舛とは伺か、解放の申で開
かれていく精神性とは何ノ）・が明らかになって
くる、⊃
　ノシア憎ラテン・アメリカぐ起こりつ1）あ
るめざよしい運動を、ル驕心ベン・アごト紳父
は「解放の霊1》1■ととらえた，，これは．ヴばら
しいことばでtめる。しかし・それぞれの｝封”’虫
Fうの戦いの巾から琴まれた神学を、i！本に｛
のよま輸人dるだけぐは意味はない、，私たち
は、一億肩口．1流というi｛爪的現実の中で、そ
のイメージかいかに歎晒的であるか、．《こ．ぐ
女と男がいかにいのちの輝きを収奪ごれ（い
るかをlt｝温し（いかなければならない、，　tr一の
mぐ、私た：ちにと一．）（の1解放の霊桝1を・5老
擁していかなければならない1，
　仏は現在、私の柱んぐいる地元r叩二L…
タウンぐの公民館活動を通しく、男たらの地
域的利害の論理、ムラ君会的論理とよ’）こう
ノ）、らぶつんい）（いる、〕女性館長の6とC五賢．
牌にやっと台よれた女扇文化の牙順えが、権
力；自刃しか頴にない男たちによ／）くつふされ
ようとし（いそ）／．、とんなさ16いなこと（翻・）
一口）一
く6、女たちが男の論理1こ従おノとしないと
さ、男たちは1をむくことがここぐ明らかと
なつくさた。だが歴史的正11姓はあくまぐも
私たち女性の側にある、、だから私たち三哲は
たのしくノ：たかい、男の論理の代弁者は一アラ
イトがへしおられたと顔弓蒼白ぐ対してく．る
私た肋謝野晒蝕の上側で嚥い1
り㌣1もまたとらわれているのであり、男山的
な…口々しい論理から解放（きるへきなのだ。彼
ら男たちも、女とσ）関わりの中ぐ，こうした
問題状祝にヤ）が．一（気づい（いくだろう。女と
男か共に劇かな精神轡を育てあえる日が来る
まで、女たちの学の恨的実践はつづくたろ・う。
このミ．ニコミ紙がそσ）ための女と男の♪なが
りの輪となることを祈っ（いる。
私の甲σ）仏教
　　　　　　　　　　　　　　池上　秘テ
！．はじあに
　fiは、男と女という区別をつけ（人問を考
えることがほとんどない。自分が女だから、
かくあらねばなら庸という意識も持ち合わせ
ていない。男が家に居て、炊事をし（いたっ
ていいし、偽が1今上に明け暮れた’1）ていいと
思う。要は、その人が、’しのことを今の自分
にふ6わしい生さ：らをして満足ししいるので
あるなら、他人様がとやかく口をはさむ閤題
ではなかろう、、
　これまぐ私論、常に問題にしてきたことは、
1人間として、自分はどう生きるのか1とい
うことであ）た。日々の暮らしの中で、様々
に　’＄苦しみながら、私は必死℃自分の行き
場を求めた　あちこちをさまよい歩いて出会
ったのがカウンセリングであった。．私はここ
で初めて、自分に出会えた。その時力、ら、私
にとっての仏道が始まったと弄える。そして
今、確実に変化しつつある自分を感しながら
盈．きている。
2．私にとってのカウンセリング
　カウンセリングは、私に二つの場を提供し
て、くれた。
　その一つは、私か私に出会ってゆける世界
である。私はカウンセリングを通して、私の
本当の姿、欠点たらけの自分に出会えた。私
は、私が考えているはどよい人問ではない。
どうしょうもない私の欠点は、それがそのま
ま私の姿なのである。私の欠点は、私を私と
　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　”1　一
して存為たらしめ（いる。私は白分の嫌いな
自分に出’こうと、i・・をあげく泣く。辺りかま
わず人声で’1く。そしてやっと、これノ）、白分
なのたと認め（ゆけるようになる。
　カウンセリングとは、脱ぐことであると思
う，，これま（“私がらにつけG、た幾多の鋳、
兜を、一．．）　一．つ脱さ払してゆく。9、兜に身
を辺み、踊りた．（（いた，「分が裸にされる．，
裸になれば、貧しき己ぞぐあったかと、わf、
ながらさびしく悲しい。
　しかし、そこからが私の出発なのだ。ここ
よてあば力、れてしす・っては、今さら計い顔を
しくみてももんの息味もない，，私か私である
ところて＼私になつ（ゆくしかない。私が私
になれるところta　．私の上におい（だけなの
である，，私は私σ）上に、精一杯の花を映がせ
るより他に　とこに私の生きる道があるとい
うのだろうか、，カウンセリングは、私にその
ことを教えぐくれた，，
　そして、もう一つ、カウンセリンクノ）・私に
提供し．てくれた負事な6のがある。
　人格t、みな、モれそr，，に、《れttれの確実
な思いを持ちながら．しんどい人生を弓．き続
ijていろことを知ったことCあ○。生きてゆ
くことの冷酒さ。どのような人の胸中にb、
悶々と瓢み苦しむ自分がある、、笑”）たり，驚
いたり、恨んノーり、嫉妬したり、そんな人間
の諸セの湧き出る実学を、生さている人間の
証とし一（、「あなたもそうです．か」と親しみ
をこめて手をつないでゆける。お旧いの欠点
は欠点として、はハさりと認めた上ぐ、ある
がままのその入、その人の生き（ゆく姿をよ
るごと三国してゆける，、そこに探い信頼が生
まれる。私の周りぐ限りなく広がってゆく出
会い。日本の各地に実に数多くの心通う友人
ができた。そlrtは、性別を越え、年齢を越え
て広がっている，、今の私の何よりの宝であ奄
　長い人類σ）歴史の上で、殊に々が臭に自己
に目醒め、魂の白1ノを果たすことは困難をさ
わめた、，女は男の遊興の貝にしか使われなか
ったし、家庭の中である意味での地位を得一（
も一個のに醒納た人格として尊車され一（きた
わけではなかった。女が貞の恵味C自己を生
さることが、入にも、ず供にも、今．一円必愛
なのCはないかと私は思う。
　先日の法話に、　i仏教とは讃嘆の歴史であ
る．とあった。日々の生活の中で、夫やヂ供，
や父鎚を讃嘆し．一（ゆける世界が私に与えられ
たなら、どんなにか素晴らしい入生℃あろう
hN　u私の身にはよだまだ実現しえないこと℃
あるけれど、目標だりはここに置いて、軽や
かに自在に、忠いのまま1こ生くきてゆけtJらと
思う。
．仏！向と家ゐll度
一　　　　　　　　　　 中村　 允忠
　ニラ月」・1f≡前に家を’？ifしくした。（．’き’るだの　・
物を置かないことにしょうというのが夫と私
の閥℃｛ハ最初からU），7解ぐあザたが、建（．て
いるうらに、．人の弼から仏毒㌧風、よ告がξ素よる中
心の場に置く．．Lうにという浜：t｝か出されたe
私は仏｝L葛よ想（；i）1家塁のひとつと見i、っていたの
蔽卿灘1に勘れるものだと患・（い／・・俘…II一ノで次r細螺賄の守’尺さた舗
．夫ノ）、ら闘くところによ）と：、この．軸いは一変
強いようた．つたの．ぐ愛1．1入†したっその時私の
噴σ）由にあ’．）た仏｝脅は多くの．£〕パル．へ1ンノC
濃くさた：3．、・）に胃角1鍔1さのふ1；よ戸の「ノいた
しのノごつた、、くの時か｛　三秋は’f’ン，リ〆1惑
”。、！1か　しか仏増のことをκえくいなかった」
・そのうちに夫とポ！か新しい仏垢を〉．｛．文してさ
1＝㍉、かなり窃瀕なも‘ノ）らしかうた．、規格より
．も六．くぎい仏1畿をと大工さんに9．｛一’K：し・（い）の
を闘い（なん、となく不安なXしがし（さ1こ，、出
激上がりっつあろ仏｝：・4tを見（、高さか少し建
りないと長が、．凶、津した，、．17ご．ICmの高さ
が必動だと∴・ラ、，こσ：放字℃始め（私ll：k頭の
山に威圧的な仲N一をち一・・た仏増が浮hNび上か
つ（さt．1　，，その時にな．《仏Pl　l、ダ家のll．i心℃．
あり、どん．な家｝4漁りし素弓’．最初に運レよれる
べさ・らのぐ．，ふイま∫魂をつ直るなん（こ二と侭
し・：）（の地とい・，のが瞬の考え’（；あノ：）と知っ
た．．これはbう「母のll’家貝」ではない、、
インノリアムマぐ1ぱないと気がて）いた、、
　母もよ人変に㌔仰のあつい人ぐ三朝の読経を
欠かさず、仏㌍は彼女の原点ぐあることを私
はよく知’．）ているpそうい．う局を一手．で喉圭誇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一／2ご
りに思二）ているL，しカ、しそれ宇．，tkiの1口御1ぐあ
・．jて、私とは1掲係σ）ないことだった。母にと
って仏自は嫁いぐさた家の長い閥続いぐさた
（らしい1位浜いを受けつざせ一．）｛いく場．ぐ
あり，家はこの卿先祖ノyあっtこそ今目に至
るまぐ築かれ守られてさたしの．ぐある。従っ
て仏璃はll常のtt4℃の永遠なる鍛徴となる，，
　御先祖を人切｝しと凹い．う考えが仏教本来であ
る否かは磁論ηる意味がない手5現実の仏教は
家制．度，　「．，K父｝＼零度と強く結びついていろf・
．私は醗かどのよう’こ考之よ，うと自由だし、1一
即すべきでないと思・）ているか、彼女の≠5え、
イ∴仰ぱい．やがお．うにし嫁、という私に対しくし
かなりの嶺捜力をもt・t）てくζ♪。尊君の枯｛fljを
成誠し（いく為に1．よ、黄a）伏，つまり■’　t遭U）
承認と協力、しい（は私1立の了供への’・txL’　F　Sを
b前堤とし’Cいる，，，
　鐙は私のメ、の弟か2セを亡くした為、現在《
こに拶り柱ん（いるが、仏ジのlt議は1家の継
承指たる長労の任務だと1ぶ・．♪くいる1、これ圭
（L’a分で守っ（さた仏重留を次男と住むよ’）に
な一．♪たからといっ（次男の家に移嘩というこ
としiとてもrvえられないことらしい。次んは
　家）」八
と：は全然i繋1係のなくi　N人となる　，／）、ら。
　人好は父母を通してそ払よれるが、父尉のも
μ）ではなく、人こな生命の前にあつくは、先
．91し父1．，iもfも同㌧層存≠｝たと：・7．えしいろ私に
叡驚にとつ（tJ，．めんめんと続く生命のきずな
．も協への広がりを．した煮貢い人欠に曾池的な家
嗣度0）集徴としか映らなt㌦この先組代々の
考えは姿に女に（つ、iレり嫁いUいった　を排
除し、嫁いぐきた嫁の身チナ／拍み）なにとr’）t
（個のつながりもない先襯を：家という名ぐ．く
くりつけ負わ辻続けるt，麦も人とKiiじように
父母から’｝．．よれるのだから同しようにぜ・壇に
入れたらと思．）のだか、雛の異なろ者は嫡し
仏魯に壷へられないという。
　召政や側臥の分野（・．女性解放は確かに進／し
℃さ・（いうか、・で孔か夫と妻，妻としk：・うと
???????????????????
??
めのr趣℃・のκえ1力違いを変え一（いなというこ
とは別のよ圭ぐあることが多い．
　人潤のノi’．をどの様に考える／）㌦乏1．面とい『＞
bのをどう見（いくノ塩この良に宗教鯉∫糊
にこてどんな場よりしフ1ミ；ズムは勇気を
bつく逝；んぐいかなけγし1、1：ならないと思うu
　廊先粗を人切にし（いる家にイ・率はないと
1騨∴・）／・K・，榔諒・この瑠黙黙にという
，諏が偲轟こ自伽ノ）た拡田湘を・糊にと
いうド1葉とノ1一一tバーうッフし（しk’）・私に
【翫榔こ姻にし十一）励・りノ飛うし’（　IJ
見ん（こない．j
?
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編集i，・．　，；．l
　lつ．L．ミニノ1ム・室教・’1’租の会1の免足
にあた・・）く、杁はこの会が威立すろ」；ぐの経
稗と会の運當に二つる事務的なことを少し長
いが、編集後記とし（注；（ぎたい。
　一夕｛tに允足したtly．性と宗教を語る会1
ぐ、　る人」白む、，L既成0）宗教ノと・フ　1．：ミこしズ∠，，〔ノ．）熟Sdゴ段
から兄直し、占発を試み（さノ＝つもりであ奄
k．1の成果としし（二巴の小隅一∫をまとめるこ
とがCさたのく1ある、、ところが、この中から
反省点も。（さた，，一ズニハま、4く惟と宏教にあ
、ミリにこだわ・っ（いたの（はないかとい’）点
ぐある，，i”．1瓜の場合、宗教の解題が置き去り
にごれこいる点を見逃づことは℃きないが、
既成の家教の枠内にごたわらサ、も）と広い
恵蝋の精神嘗、牛飼偉といわれるものをあざ
したいという願いかおこったのぐある、、
　第二点は、女哲と家教にこだわるあより、
他の問題を考えている人達を勝除し（いるの
C“はないかという点である、，女性（7）問題に止
まらず、平梱、陽堅甲、老い、ノジノの問題
地域の問題、親．∫関係、夫婦関係、友入関係
などと、仏達の日富牛洛のまわりには、いろ
いろな問題が田積し』ている、、これらの問題を
考えている人達と共に連帯し（いく必要性を
号したのである。
　第一1点は、それらの問題を罪し（いる人、
書さたい人、告発庶い人がた：れ．ぐもが参加℃
きなければ意味がないという点である。一部
のjlリートしかものがいえない、リーダーに
ふってひつばられくしょうつながりではなく
どんな人でも参加し．くいける場でなくて融な
らない。その息味ぐは、自分かて）けている装
餉1、己をすへてとっぱらっ．〈ものがいえるΨ等
な場をつくらなく（はならない．
　それらの点が、広い意味の精神桝、家教性
につながっ一（いくのぐはないだろうか。宗教
は、爪来平等ぐ解麓（きれる生き乃が、δうらゆ
る人に開かれることを理想としていk’。とこ
ろが、宗教σ）歴史は理想をかかげなハら、そ
の多くは差別体制をつくり、差別に㌍担して
しよう家教に変化し．てしまった。既成の宗教
はみな嫡じことをくり返し，目のΨ等と差別
のない、そして解放されることを願う私達の
告発の対象となつ一（いる、，
　そこで、理想とする忠想とは何力、、どこlk
ぐも精神性、宗教性を否定しないで、差別の
一1　（・｝・　一
ない、自由．C・解放（きれていくにはどうつ．れば
よいのかを創造し（いかなくくはな‘うない。
決して一人の力じ。きるもので’直ないことを
ここに練稿を寄せてくれたみんなが実感して
いるのである、J．t一人一’一入の力が微々たるもの
ぐあることを承知のLぐ，・ξた宗教字訓、諏
会変動が困歎であることを覚柏のナぐ、それ
ぐもなお栂かをやらざ《・をiyない、何かを始
めなければおれない」突さi助かされるしのによ
”）（、この会がfiN　．Ctしたのぐある。
　こうした会の最上σ）姿がifぐにあるわりく』
以ないL形としてどのようにllるかb混沌と
しべいる。連絡先がニラ所にあっ1ごり、資金
の全くない会のスタートく．ある，，きノうんと構
成されない流動的なものぐある；f」が、今後、
会員一人一人の急免が反映、きれていくには好
都合℃ある。試行錯誤の串に、私達のめざ4
しのがδりるはずである，、
　集まった志野をそのよよ印刷によわ冠ば、
商くっくので、私は友人がもっているワープ
Uを惜りて、不慣れな手っさで打っていった。
鳳稿を凝ちながら、こr7）瞭稿を書いてくれた
人達の熱電が虜にしみた。ri」にはまた会った
こともない人もいるのに…　　．，私は，この
会を必φト’持続しなければならず、より多くの
人に知ってもらっ（参加してほしいという気
峙ちを改めて強く持ったn・この会に賛1自慶する
人達と共に是考一緒にヤ）・｝ていさたい／．）
　穏わりに一一お願いでヴ。こ17）会の会員にな
りたい方は1畦洛先のいずれの場朗ぐもがまい
よせん、その旨お知ら濾一トさい。現段階の会
費を耳200｛）円と考えていご亨ので＼｝口封の｝駐そ
替用犠で送金して’ト6い。よた、今i嶋の編集
一掃内．ぐやり圭したが、次回の編集は関東℃
　cJ．，、秋に登行，7）予定一℃ll’から、嵩さたいこと、
短らt：！たいこと、何でもt’t’）こうです。原稿
を関喚の連絡先へ送っ一てください。編集がや
りや，すいように婚Q字hil」漂稿用紙（20×20）
　ぐ横書きであ騨いしまづ。また、会について
の．不明な点など、お聞さになりたい〆）はデト
品の連絡先へお願いしょ9。
　より多くのカに参加してもらうために、あ
な）：のまわりに興味、慈心をお持ちのカを翻
存知なら、この会のことを知らせてあげく下
　さい。
　　　　　　　　　　　　　　線　淳子
vtw．　netw
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